国保中央病院清掃業務委託仕様書

１　業務の基本方針

病院施設における清掃業務は、一般施設とは異なり、清浄度の高いレベルでの維持管理を行い、常に清潔で衛生的な快適環境の提供と院内の感染防止に細心の注意を払って業務を行うことが求められている。
そのため、指定箇所の日常清掃及び定期清掃等より、患者様が快適かつ安全に医療サービスを受け、また職員が着実、適切に業務を遂行できるよう、清潔な環境を維持すること。また、建物の保全と労働安全管理に万全を期したうえで、業務を遂行するものとする。
本仕様書に記載されていない事項であっても、清掃管理上必要と認められる以下の事項の他、病院担当者の指示に基づき業務を遂行するものとする。
（１）　建物内外装材の汚れの度合いを常に点検し、適切な処置を講じるように努める。

（２）　汚れた部分については、使用された材質の特性を十分に把握し、適切な資機材を使用して建物竣工時の状態にできる限り復元するように努める。

（３）　受託者は、清掃業務の技術を十分発揮して作業の安全性、効率性、合理性等を常に追求して業務を実施する。

（４）　用水及び電力の使用については、必要最小限にとどめること。

2　対象施設及び施設概要（別図のとおり）
対象施設：国保中央病院　病床数220床
本館、緩和ケア病棟、看護師寮、うさぎ保育所

駐車場（中央・第1・第2）、駐輪場
屋外廃棄物倉庫（一般・感染性・個人情報）
建物規模：階数等 　　 本館　　　　　地下１階　地上７階

緩和ケア病棟　地上３階

看護師寮　　　地上２階

　
敷地面積：11,644㎡

延床面積：12,684㎡

３　業務体制等に関する事項

（１）　業務責任者の配置と業務体制

受託者は、責任者として、一般財団法人医療関連サービス振興会が指定する病院清掃受託責任者講習を修了した者、副責任者として、同講習修了者又は同等以上の能力を有する者、従事者として、受託業務を行うために必要な知識を有する者を配置し、業務体制を組織する。また、受託者は、業務従事者の住所、氏名、生年月日、性別、法的資格等（写しを添付）を記載した従事者名簿を契約締結後速やかに提出しなければならない。なお、提出した内容に変更が生じた場合も同様とする。

　　①　現場の人員体制

ア　責任者　　常時病院に勤務し、業務を総合的に把握して副責任者及び従事者を指揮監督する。

イ　副責任者　常時病院に勤務し、責任者を補佐して責任者が不在となる場合はその職務を代行する。

ウ  従事者    責任者の指示に従い業務に従事し、常時病院に勤務するものとする。

②　従事者等の配置人数等

本仕様書に基づく業務が迅速かつ的確に遂行できる従事者等を常時配置し、勤務させるものとする。また、配置した勤務者の勤務計画書（別紙様式1）を委託者に提出するものとする。

（２）　服務規律
①  受託者は当院が公立病院であるということを十分に認識した上で委託業務を誠実に遂行しなければならない。委託者の名誉を毀損し、または信用を失墜させる行為をしてはならない。

②  業務上知り得た事項を他に漏らしてはならず、受託者は業務に従事する者に対し、個人情報保護法等の法令遵守を徹底させること。また、業務の遂行に適した統一された服装及び名札等(必要により安全帽、手袋等)を着用させ、業務の従事者であることを明確にしなければならない。なお、委託者が指示する場所(例:手術室等)にあっては、別途指定する作業服を着用して業務を行うこと。

（３）　受託者の管理等

①　責任者及び副責任者は、常に業務遂行状況を的確に把握するとともに、緊急時には直ちに応援体制を組織し、これを出動させる等の適切な処置を講じるものとする。
②　受託者は、業務を遂行するにあたり、自主的に必要な教育や講習等を実施し、講習名、実施日時、実施場所、内容及び受講者を記載した書類をもって委託者に報告するものとする。また、委託者が実施する必要と認める研修（接遇・感染防止・医療安全研修）等については必ず受講するものとする。

③　受託者は、従事者全員を対象とする労働安全衛生法第６６条に基づく雇用時の健康診断（労働安全衛生規則第43条）及び定期健康診断（同規則第44条）を実施するものとする。

④　受託者は、病院が指示する季節性の疾病感染対策として、予防接種等を受託者の負担と責任において接種させるものとする。

⑤　受託者は、従事者の健康管理を行い、感染症に罹患した場合は委託者に報告するものとする。
４　業務に関する事項

清掃区分は、（1）日常清掃、（2）定期清掃、（3）緊急清掃とする。作業内容は、別添「作業要領」によるものとし、土曜日、日曜日、祝日を含む365日毎日午前6時30分から午後6時00分までの間に実施する。ただし、本館１階、本館2階の人工透析室及び手術室（別図の赤枠部分）に関しては原則午前6時30分～午前8時00分の間に実施すること。
実施に際しては患者様の安全を最優先し、また診療に支障をきたさないようにすること。

（１）　日常清掃

　　①　清掃範囲　対象施設全てとする。
· うさぎ保育所、看護師寮１２室中７室及び看護部副室（別図の青枠部分）は除く。

②　作業時間　原則午前6時30分～午後6時00分

· ただし、受託者のやむをえない事情等により作業時間の変更の必要が生じた場合は、委託者の指示に従うものとする。
　　　③　実施回数は、清掃確認表（別紙様式2）の回数とする。

（２）　定期清掃

①定期清掃項目、実施回数及び実施範囲
	項　目
	実施回数
	実施時期
	実施範囲

	1
	網戸清掃
	年１回
	 ７月頃
	対象施設全ての網戸

	2
	床洗浄ワックス塗布
	年１回
	 ９月頃
	対象施設全ての床

	3
	カーペットクリーニング
	年１回
	10月頃
	対象施設全てのカーペット

	4
	照明器具清掃
	年１回
	11月頃
	対象施設全ての照明器具

	5
	窓ガラス清掃
	年２回
	 ７月頃

12月頃
	対象施設全ての窓ガラス


※　実施日については、別途委託者と協議の上決定することとする。
　　　　　
②作業時間　原則午前8時30分～午後5時00分

· ただし、受託者のやむをえない事情等により作業時間の変更の必要が生じた場合は、委託者の指示に従うものとする。

（３）　緊急清掃

日常清掃及び定期清掃の清掃範囲において、突発的に清掃を必要とする場合に行う清掃業務をいう。

①　清掃範囲　委託者が指示する場所

②　作業時間　原則午前6時30分～午後6時00分
（４）　業務の報告

①毎日　・受託者は、院内を巡回し清掃状況等を確認した結果及び緊急清掃の報告を書面にて行い、委託者の確認を受けること。
②毎月　・受託者は、委託者と定例会を実施し、業務の報告を行い、実施状況の確認を受けること。なお、定例会には責任者及び責任者を監督する立場にある者を本社等から派遣し、出席させること。

　　　　・別紙清掃確認表を提出すること。

③随時　・定期清掃業務実施後、完了報告書を速やかに提出すること。
（５）　資機材等
資機材と消耗品は以下のとおりとし、すべて各用途に適合した品質良好なものとする。また、資機材については資機材リスト（別紙様式3）の提出により、あらかじめ委託者の承諾を受けるものとする。なお、業務の実施に必要な資機材、消耗品に係る費用は受託者の負担とする。
①　資機材 

・カーペット用洗浄機

・清掃用カート
・退院清掃用ワゴン

・ポリッシャー 

・バキューム 

・モップ

・フラットモップ （一般用、感染用、手術室用）
・洗濯機

・乾燥機

・自動床洗浄機

・送風機 

・ゴミ集積用カート 

・掃除機 

・自在箒

・オートモップ（感染用、手術室用）
　　　　・仕切り付きバケツ（一般用、感染用、手術室用）
　　　　・ブラシ
        ・スポンジ
②　消耗品

・ビニール袋（透明）10ℓ、20ℓ、45ℓ、70ℓ、90ℓ 

・ビニール袋（青） 45ℓ、70ℓ
・トイレ用ビニール袋（黒）10ℓ、20ℓ 

・ポリ袋（規格袋14号程度）
・タオル（１日に使用する枚数を確保すること。また、準備枚数は、緊急時に備えて１日に使用する枚数の3セット分を用意する。）

・洗剤（モップ・タオルの洗濯用、浴室用、トイレ用、ガラス用、鏡用、流し台用、手術室用）

・床用洗剤、ワックス

・プラスチック手袋

・トイレットペーパー
・液体手洗い石鹸

・便座クリーナー

・トイレ消臭剤（スプレー式含む）

・環境用除菌洗浄剤（例：ネオアルベストAC）（感染用、手術室用）
・冬季使用薬剤（例：次亜塩素酸ナトリウム）（一般用、感染用）
・スプレー殺虫剤

・モップ替糸

・フラットモップ用クロス

・オートモップ用クロス

・環境クロス（第４級アンモニウム塩配合）（一般用、感染用、手術室用）

・不織布（一般用、感染用、手術室用）

・使い捨てマスク

・袖ありディスポガウン（感染用）

（６）　業務の引継ぎ

本業務を新たに受託した者は、事前に前任受託者より清掃場所、清掃時間、清掃方法、使用資機材、その他注意点等、業務の遂行に必要な事項について十分に引継ぎを受け業務を行うこと。
また、可能な範囲で引継ぎ時の業務従事者等の雇用に配慮すること。

なお、受託契約終了後は、後任受託者が業務を円滑に遂行できるよう適切に業務の引継ぎを行うこと。
（７）　病院事業への協力

委託者において行われる模様替え等により、急な業務が発生したときでも誠意をもって柔軟に対応すること。
1

